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１．研究計画の概要 

ヘルペスウイルスは、数多くの動物種から
宿主固有のウイルスが分離されている。マカ
カ属サル(マカク)固有のサルヘルペス B ウイ
ルス（B ウイルス）は、感染により本来の宿
主を死亡させることはないが、ヒトに感染す
ると重篤な脳炎を招き、死亡症例も報告され
ている。ウイルス性人獣共通感染症を引き起
こすウイルスとしてわが国では危険度がレ
ベル 3（少量・診断）～レベル 4（動物感染
実験）に分類されている。 

これまで研究・調査等から全国の国立大学
で飼育されている実験用マカクは、約 40％の
B ウイルス抗体陽性率であることが明らかに
なっている。B ウイルスは国内では実質的に
ウイルスそのものを扱うことは困難で、実用
的な診断用抗原の作製を行うことは不可能
な状況が続いていた。そこで、マカクに近縁
のヒヒを宿主とするαヘルペスウイルス
（ HVP2 ） を 代 替 抗 原 と し て 用 い た
IgG-ELISA 診断法を開発した。抗原として使
用したHVP2のOU1-76株はマウスに脳炎を
惹起するもののヒトでの感染例は報告がな
く、レベル 2 の微生物としての取扱いが可能
である。 

近年、米国において HVP2 のマウス無症候
性株(HVP2ap)が発見され、診断用抗原とし
て十分な信頼性を有するかどうか検討を加
え、可能であれば OU1-76 に替わる抗原とし
て共用開始する計画である。また、チンパン
ジーやリスザルのαヘルペスウイルスのゲ
ノム解析を行うとともに、検査系の確立を目
指す。 

 
２．研究の進捗状況 

現在、HVP2nvのOU1-76株をELISA用代替ウ
イルス抗原に利用している。このウイルス株
はマウスに病原性のある株であり、マウスで
の感染事故等の問題が生ずる可能性がゼロで
はない。これを回避するため、病原性の低い
HVP2ap株のいずれかのウイルス株に変更可
能かどうか検討した。HVP2apのA951、OU2-5、
OU4-8の各株について、ウイルスを入手し抗
原の特異性・感度について、OU1-76株と遜色
ないことを確認し、このウイルス抗原の利用
価値について再評価を行っている。 

1999年より現在に至るまで、HVP2のOU1-76
株を代替抗原として用いたBウイルス抗体検
査キットを作製して、マカクを飼育している
全国の動物実験施設等に配布している。2007
年から現在まで延べ34の施設等へ配布し、
良好な結果を得ている。また、国内で飼育
されている実験用マカク血清のBウイルス
感染診断を行っており、現在までの感染診
断数は5,000検体を超えた。2007年以降では
10か所の大学・研究機関等より分与された
1,732検体のマカク血清についてBウイルス
抗体検査を行い、26.3％（456/1732）の検
体が抗体陽性であるという結果になってい
る。 
 研究代表者は、米国で分離されたチンパン
ジー固有のαヘルペスウイルス（ChHV）の
ゲノム解析を行い、ChHV がヒトの単純ヘル
ペスウイルス 2 型のきわめて近縁のウイルス
であることを明らかにしてきた。これまで、
すでに報告されている塩基配列も含めてゲ
ノム全長の約 40％の解析を終えており、本年
度も進化系統学的なアプローチを視野に入
れながら解析を進める計画である。さらに、
リスザルのヘルペスウイルス（HVS1）につ
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いても同様の解析に着手する。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 
 B ウイルス抗体検出用乾燥抗原プレートを
国内研究機関・大学等へ配布し、概ね良好な
結果を得ている。また、抗原としてマウスに
強い病原性を有する OU1-76 株に代わって
HVPap の A951、OU2-5、OU4-8 の各株につ
いて特異性、感度ともに OU1-76 株と遜色な
いことを確認した。また、新たに分離された
ChHV のゲノム解析を行い、全ゲノムの 40％
を明らかにした。 
 
４．今後の研究の推進方策 

B ウイルス抗体検出用の抗原として新たに
HVPap の A951、OU2-5、OU4-8 を使用する
予定であるが、その信頼性をより高めるため
に、これまで全国の研究機関等より分与され
た約 5,000 検体のマカク血清の中から血清を
抽出し、抗原の検定を行う予定である。また、
これまで解析を行ってきたチンパンジーヘ
ルペスウイルスに加え、リスザルのヘルペス
ウイルスについても進化系統学的な視点か
らゲノム解析を進め、さらに検査系の確立を
目指す予定である。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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